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【参考】事前・事後モニタリングの調査概要

※1 コアジサシ、コチドリ、イカルチドリ
※2 重要な種（環境省及び長野県のレッドリスト記載

種）、砂礫河原特有の植物（カワラサイコ、カワラ
ヨモギ等）

※3 「出水状況に応じて実施」する調査の判断基準：
3000m3/sを超える大規模出水等により周辺地形の
著しい変状があった場合

 事業対象箇所ごとに、施工前1年間・施工後3年間の調査を実施する。（実施箇所ごとに、必要な調査項目を検討し設定する。）

施工前 施工中 施工後
1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 …

事前
モニタ
リング

(陸域・水域)

施工 事後モニタリング
(陸域・水域)

※必要に応じて
モニタリング
を継続

事業実施中区間モニタリング_期間イメージ

※水域調査については、施工において、水中生物・水質等
に影響があると考えられる場合実施する方針とする。



調査区分 調査箇所 分類 調査項目 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 備考

事業実施箇所
の施工箇所モ
ニタリング調

査

坂城町南条・網掛
地区（R2年度～
事業実施箇所）

陸域

・鳥類 指標種

・植物・植生 指標種、外来種、植生図

・物理環境 河床材料、表層粒径

水域 ・水域調査項目 魚類、底生、付着藻類

千曲市 上徳間地
区（R5年度自然
再生事業実施箇所）

陸域

・鳥類 指標種

・植物・植生 指標種、外来種、植生

・物理環境 河床材料、表層粒径

千曲市中地区
（R6年度自然再
生事業予定箇所）

陸域

・鳥類 指標種

・植物・植生 指標種、外来種、植生図

・物理環境 河床材料、表層粒径

坂城町中之条地区
（R7年度自然再
生事業予定箇所）

陸域

・鳥類 指標種

・植物・植生 指標種、外来種、植生図

・物理環境 河床材料、表層粒径

１．令和6年度の事前・事後モニタリングの調査計画
 各地区における、令和6年度の調査計画は以下のとおりである。（第20回モニタリング部会より）

施
工
①

施
工
②

施
工
③

事前
モニタ
リング

事前
モニタ
リング

R
1
.
1
0
月
出
水

施
工
中
期
間

施工済箇所から
順次調査開始

施
工事前

モニタ
リング

事
後
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

施
工

【第20回モニタリング部会内容一部抜粋】

事前
モニタ
リング

3

施
工
①

施
工
③

施
工
② 事後
モニタリング

※中之条地区については、施工計画が未確定のため、案の表示とする。
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２．事後モニタリングの調査範囲
【南条・網掛地区】
 令和2年度より自然再生整備を実施しており、令和2-5年度は以下に示す範囲で河道掘削を実施した。今後も引き続き河道掘削を予定する。

⇒令和6年度春季より、施工済範囲において、事後モニタリング調査を実施中
（令和6年度調査においては、令和5年度施工済範囲までを調査・評価対象とした。）

【上徳間地区】
 令和5年度より整備を実施しており、令和5-6年度は、以下に示す範囲で河道掘削を実施しており、今後も引き続き河道掘削を予定する。
⇒令和6年度秋季より、施工済範囲において、事後モニタリング調査を実施中
（令和6年度調査においては、令和5年度施工済範囲までを調査・評価対象とした。）

※令和2～4年度施工箇所は、施工から時間がたっているため事後モニタリ
ング調査の結果は参考値とする。

令和6年12月撮影



３．網掛地区の調査結果 植物調査（指標種調査、外来植物調査）
 植物指標種調査において、施工後は、施工済範囲及びその周辺にて砂礫河原の指標種（カワラヨモギ）及び重要種であるヌマガヤツリ、

イヌハギ等が確認された。
 外来植物調査において、施工後は、施工済範囲周辺にてアレチウリが確認され、オオキンケイギク、オオカワヂシャは確認されなかった。

5

※令和6年調査より、特定外来生物のみを整理対象としたため、令和6年調査図面
にハリエンジュは図示していない。

植物指標種調査 外来植物調査

R2年
施工

R3年
施工

R4年
施工

R2年
施工

R3年
施工

R4年
施工

R2年
施工

R3年
施工

R4年
施工

R2年
施工

R3年
施工

R4年
施工
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３．網掛地区の調査結果 植物調査（植生図調査）、河床材料調査

 施工後は、施工済範囲及びその周辺において、オギ群落が広く確認されたほか、ハリエンジュ高木林/低木林は減少し、オギ群落、メヒ
シバーエノコログサ群落及び自然裸地が増加した。

 施工前は砂分（0.075～2mm）が８割程度であり、シルト分・粘土分も含まれていた。施工後は石分・礫分が8割程度で、細粒分（砂分
より小さい粒）は少なかった。

植生図調査 河床材料調査

R2年
施工

R3年
施工

R4年
施工

R2年
施工

R3年
施工

R4年
施工



４．上徳間地区の調査結果 植物調査（指標種調査、外来植物調査）

7

 指標種調査においては、施工前、施工後ともに施工範囲内では砂礫河原の指標種（カワラヨモギ）は確認されなかったが、施工後は施工
済範囲内において重要種であるヌマガヤツリ、アオガヤツリ、カワラケツメイが確認された。

 外来植物調査においては、施工前、施工後ともに施工範囲周辺にてアレチウリが確認されたが、施工範囲内では確認されなかった。

植物指標種調査 外来植物調査
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事後モニタリング調査： 令和6年11月

４．上徳間地区の調査結果 植物調査（植生図調査）

施工

事前モニタリング調査： 令和4年10月

施工済範囲

凡 例
掘削予定範囲

施工範囲

凡 例
掘削予定範囲

 施工後は、施工済範囲及びその周辺において、ヌマガヤツリ群落、自然裸地及び開放水面が広く確認された。
 施工前と比較し、オギ群落は減少した。

令和6年度調査範囲

令和6年度調査範囲

※調査実施時、令和6年施工範囲において一部施工済となっている。



9

４．上徳間地区の調査結果 表層粒径分布調査、河床材料調査

 表層粒径分布調査においては、施工前は大部分を「砂」が占めていたが、施工後は「中礫＋大礫」が主体であり、一部で「砂＋中礫」、
「砂」、「大礫＋中礫」等が確認された。

 河床材料調査においては、施工前は石分・礫分が8割程度で、細粒分（砂分より小さい粒）は2割程度だった。施工後は石分・礫分が2割
程度で、砂分は8割程度に増加した。

表層粒径分布調査 河床材料調査
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５．事前モニタリング調査と事後モニタリング調査結果比較

調査項目 事前モニタリング 事後モニタリング
植物
調査

指標種
調査

施工範囲内では砂礫河原
の指標種（カワラヨモ
ギ）は確認されなかった。

カワラヨモギは確認されなかったものの、重要種であるヌマガヤツリ、アオガヤツリ、
カワラケツメイが確認された。
→湿性の環境を維持することで生育場を維持する湿性の一年草の生息を確認した。カワ
ラヨモギの遷移は数年かかることも多い為、今後も引き続き状況を確認する。

外来種
調査

施工範囲周辺にてアレチ
ウリが確認された。

施工済範囲周辺にてアレチウリが確認された。
→外来種の繁茂は施工済範囲では確認されていないため今後も引き続き状況を確認する。

植生図調査 オギ群落が広く確認され
たほか、オオイヌタデ群
落、ヨシ群落等が確認さ
れた。

施工済範囲及びその周辺においてヌマガヤツリ群落、自然裸地及び開放水面が広く確認
された。
→自然裸地が施工後維持できていることを確認したほか、比較的小規模の出水で流失し
やすい一年草の繁茂を確認した。今後も引き続き状況を確認する。

河床材料調査 石分・礫分が8割程度
だった。

施工後は石分・礫分が2割程度で、砂分は8割程度に増加した。

※いずれも、令和6年度調査範囲内の調査結果を比較している。

調査項目 事前モニタリング 事後モニタリング
植物
調査

指標種
調査

施工範囲周辺でカワラヨモ
ギ、ヌマガヤツリを確認

施工済範囲及びその周辺にて、砂礫河原の指標種（カワラヨモギ）及び重要種であるヌ
マガヤツリ、イヌハギ等が確認された。
→砂礫河原の指標種であるカワラヨモギの確認、湿性の環境を維持することで生育場を
維持する湿性の一年草が生育していることを確認した。今後も引き続き状況を確認する。

外来種
調査

施工範囲でハリエンジュを
確認

施工済範囲内にはハリエンジュは確認されなかった。施工済範囲周辺にてアレチウリが
確認された。
→外来種の繁茂は確認されていないため、今後も引き続き状況を確認する。

植生図調査 ハリエンジュ低・高木林、
カワヤナギ低木林、オギ群
落等が分布

ハリエンジュ高木林/低木林、カワヤナギは減少し、オギ群落、メヒシバーエノコログ
サ群落（１年生草本）が広く確認され、自然裸地が増加した。
→自然裸地が施工後維持できていることを確認したほか、比較的小規模の出水で流失し
やすい一年草の繁茂を確認した。今後も引き続き状況を確認する。

河床材料調査 砂分が8割程度であった。 石分・礫分が8割程度で、細粒分（砂分より小さい粒）は少なかった。

南条・網掛地区

上徳間地区
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 中之条地区の施工範囲（案）は、以下に示すとおりであり、①、②、③の順番で複数年での段階的施工を想定しているため、施工完了箇
所から随時モニタリング調査を実施する方針とする。（水域調査は、施工にあたり水域への影響は小さいと想定されることから、実施しない。）

６．中之条地区の事前モニタリング調査計画、調査結果

 植物指標種調査において、砂礫河原の指標種（カワラヨモギ）、重要種であるヌマガヤツリ、アオガヤツリ等が砂州全域にて確認された。
 外来種は、砂州全域にてアレチウリ、オオキンケイギク、オオカワヂシャが確認された。

調査結果（植物指標種・外来植物調査）



７．中之条地区の調査結果
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 植生図においては、調査範囲及びその周辺で、オギ群落、ヨシ群落、シナダレスズメガヤ群落等が確認された。
 群落断面図調査において、在来種の群落としては、ヨモギ-メドハギ群落、オギ群落等の点在が確認された。
 表層粒径分布調査において、砂州上流はシルト、砂＋大礫、他の場所は「大礫＋中礫」、「砂」が主体であった。
 河床材料調査において、石分（75㎜以上）が33.1％、礫分（２～75㎜）が49.4％、砂分が16.6％、細粒分が0.9%であった。

事前モニタリング調査：河床材料調査（令和6年11月）
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【参考】出水後モニタリングの調査方針

調査結果

変化が緩やか
変化の傾向把握

事業によるモニタリ
ングを継続※

出水後モニタリングを終了

調査方針
出水後モニタリング

（3年間）

①砂礫を出水前後で維持している箇所
冠着地区(84.5k～88.0k付近) 

③堆積により見かけ上砂礫河原に回復し
た箇所
苅屋原・磯部地区(91.5k付近砂州)

植生の遷移等変化の途上であり
引き続き詳細なデータが必要

②澪筋や砂州に大きく変動があった箇所
古舟橋地区（102.5k～103.5k付近）

※陸域のみ、H26施工,H28施工箇所の砂州のみモニタリング継続。

・出水後３年間で概ね変化傾向を把握し、短期的な評価
は完了したことから、R6年秋季以降は、出水後モニタ
リングを終了

・出水後３年間で概ね変化傾向を把握し、短期的な評価
は完了したことから、R6年秋季以降は、出水後モニタ
リングを終了

④セグメントが異なる区間での出水後
変化の把握
粟佐橋周辺

・大規模出水後の変化を概ね把握できたため、モニタ
リング終了。

■R1.10月出水により再生した砂礫河原の再樹林化状況を把握するため、令和元年度～出水後モニタリング調査を実施。
■第17回モニタリング部会にて、出水後３年間のモニタリング結果と今後の方針をまとめた。 
■変化の途上であり、引き続き詳細なデータが必要と判断された「冠着地区」は、事業によるモニタリングを継続。
■変化の傾向を概ね把握した地区及び項目については、出水後モニタリングを終了。

R１出水

参考：H26～R5の年最大流量(杭瀬下観測所）

出水 出水後

R1 R2 R3 R4 R5 R6

大規模
出水発生

出水後モニタリング
(陸域・水域)

出水後モニタリング期間

大規模
出水発生

冠着地区で継続
（陸域のみ）



：R6年調査を踏まえ、植生の遷移等変化傾向の把握が必要と判断された場合は実施
 

調査区分 調査箇所 分類 調査項目 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 備考

出水後
モニタ
リング
調査

①砂礫を
出水前後で
維持して
いる箇所

千曲市
冠着地区
（84.5～
88.0kp
付近）

陸域

・鳥類 指標種

・植物・植生 指標種、外来種、植生図

・物理環境 表層粒径

水域

・魚類

・底生動物 大規模出水後の変化を概ね
把握できたため、出水後モ
ニタリングの終了・付着藻類

②澪筋や
砂州に

大きく変動
があった

箇所

上田市
古舟橋地区
（102.5kp

付近）

陸域

・鳥類 指標種

・植物・植生 指標種、植生図

・物理環境 横断測量、表層粒径

水域 ・魚類

③堆積に
より見かけ
上砂礫河原
に回復した

箇所

坂城町・千
曲市 苅屋
原･磯部地

区（91.0～
91.5kp付

近）

陸域

・鳥類 指標種

・植物・植生 指標種、植生図

・物理環境 横断測量、表層粒径
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８．令和６年度の出水後モニタリング調査計画

杭瀬下観測所に
おける流量

R1出水
4,600m3/s

以上

R2.7出水
1,200m3/s

※R5HQ式による暫定評価

R3.8出水
約2,100m3/s

R4.8出水
約600m3/s

R1
出
水
後
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

R
1
.
1
0
月
出
水

各地区におけるR6年度以降の調査項目

調査継続

当年

■冠着地区の調査については、R6年度結果を踏まえて、今後の方針を検討する。
（陸域調査項目は隔年で調査を実施し､R6年調査を踏まえ、植生の遷移等変化傾向の把握が必要と判断された場合､R7調査を実施する。）

R5.5出水
約880m3/s

R6.11出水
約1230m3/s

調査終了



調査年度 A)砂礫河原の
再生・維持

B)砂礫河原の
生態系の再生

C)樹林(ハリエンジュ)の
侵入

R1年度
(出水直後：R1.11)

・裸地化 ・カワラヨモギが消失 ・消失
（施工箇所以外では残存）

R2年度
(出水後約1年：

R2.10)
・大部分が自然裸地として維持 ・カワラヨモギは確認され

ず ・再繁茂は概ね無し。

R3年度
(出水後約2年：

R3.10)

・メヒシバーエノコログサ群落が一
部拡大

※メヒシバーエノコログサ群落は1年草が優占する
群落であり、洪水時にはフラッシュされ易く、
砂礫河原の機能は維持。

・カワラヨモギの分布拡大
を確認

・同上
（但し、ヤナギ類が一部繁

茂）

R4年度
(出水後約3年：

R4.10)

・メヒシバーエノコログザ群落に置
き換わるように、ヨモギーメドハ
ギ群落が拡大

※R4年度の出水が少なかったことから、一年草から
多年草に遷移したと考えられる。

・R3年度に比べて、カワ
ラヨモギの確認数増加お
よび分布拡大を確認

・分布範囲は概ね変化が無
いが、高木化

（但し、ヤナギ類が一部で
やや繁茂拡大）

R5年度
(出水後約4年：

R5.10)

①砂州上流側はヒメムカシヨモギ群
落（１年草）が生育拡大し、自然
裸地が減少

②施工範囲内はヨモギーメドハギ群
落（多年草）が変わらず生育。

③砂州下流側はオギ群落が拡大。
※乾燥化による植生遷移が考えられる。

・R4年度より、カワラヨ
モギの分布維持を確認

・ハリエンジュの分布範囲
が拡大

■A.B.Cの結果より、砂礫河原の機能は維持されているが、近年の出水流量の減少から出水直後と比較し大きく減少し、
植生の遷移を確認した。
⇒植生遷移等変化の途上であり、引き続き植生遷移の把握が必要。
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９．出水後モニタリング調査結果 冠着地区
①植物（植生図、植物指標種）H26施工箇所：R1～R5



調査年度 A)砂礫河原の
再生・維持

B)砂礫河原の
生態系の再生

C)樹林(ハリエン
ジュ)の侵入

R5年度
(出水後約

4年：
R5.10)

①砂州上流側はヒメムカシヨモ
ギ群落（１年草）が生育拡大
し、自然裸地が減少

②施工範囲内はヨモギーメドハ
ギ群落（多年草）が変わらず
生育。

③砂州下流側はオギ群落が拡大。
※乾燥化による植生遷移が考えられる。

・R4年度より、
カワラヨモギ
の分布維持を
確認

・ハリエンジュの
分布範囲が拡
大

R6年度
(出水後約

5年：
R6.11)

①砂州上流側はヨモギーメドハ
ギ群落が生育拡大し、自然裸
地が減少

②砂州下流側はツルヨシ群落及
びカワヤナギ群落が拡大

・R5年度より、
カワラヨモギ
の分布拡大を
確認

・施工範囲外にお
いて、ハリエ
ンジュの分布
範囲が拡大

■A.B.C.の結果より、砂礫河原の機能は一部維持されているものの、植生の遷移進行、樹林化が進んでいる。
■施工範囲内の自然裸地の減少が確認された。秋季調査実施前は大きな出水は発生していない状態であった。
⇒砂州全体において植生遷移等変化の途上であるため、引き続き調査を継続し植生遷移の傾向を確認。

９．出水後モニタリング調査結果 冠着地区
①植物（植生図、植物指標種） H26施工箇所：R5～R6
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調査年度 A)砂礫河原の
再生・維持

B)砂礫河原の
生態系の再生

C)樹林(ハリエン
ジュ)の侵入

R1年度
(出水直後：

R1.11)
・裸地化 ・カワラヨモギが消失。

・消失
（施工箇所以外では

残存）
R2年度

(出水後約1年：
R2.10)

・大部分が自然裸地として
維持 ・カワラヨモギは確認されず。・再繁茂は概ね無し

R3年度
(出水後約2年：

R3.10)

・大部分が自然裸地として
維持

・カワラヨモギの分布拡大を
確認。 ・同上

R4年度
(出水後約3年：

R4.10)

・概ね大部分が自然裸地と
して維持

・一部オオイヌタデ群落が
繁茂

・カワラヨモギの分布維持を
確認 ・同上

R5年度
(出水後約4年：

R5.10)

・メヒシバーエノコログサ群
落、ヒメムカシヨモギ群落
等が拡大

・カワラヨモギの分布維持を
確認（個体数はやや減少） ・同上

■A.B.C.の結果より、砂礫河原の機能は維持されているが、近年の出水流量の減少から自然裸地の減少が確認され
ている。ハリエンジュ等の樹林化は確認されず。
⇒植生遷移等変化の途上であるため、引き続き植生遷移の把握が必要。
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９．出水後モニタリング調査結果 冠着地区
②植物（植生図、植物指標種） H28施工箇所：R1～R5



■A.B.C.の結果より、植生の繁茂・樹林化が確認された。また、自然裸地の一部増加が確認された。
（R6年度秋季調査前は大きな出水は発生していない状態であった。）
⇒砂州全体において植生遷移等変化の途上であるため、引き続き調査を継続し植生遷移の傾向を確認。

９．出水後モニタリング調査結果 冠着地区

②植物（植生図、植物指標種） H28施工箇所：R5～R6

調査年度 A)砂礫河原の
再生・維持

B)砂礫河原の
生態系の再生

C)樹林(ハリエン
ジュ)の侵入

R5年度
(出水後約4年：

R5.10)

・メヒシバーエノコロ
グサ群落、ヒメムカ
シヨモギ群落等が拡
大

・カワラヨモギ
の分布維持を
確認（個体数
はやや減少）

・再繁茂は概ね無し

R6年度
(出水後約5年：

R6.11)

・ヨモギーメドハギ群
落、カワヤナギ群落
が拡大

・カワラヨモギ
の分布維持を
確認

・再繁茂は概ね無し
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■R1.10出水後、R3年8月に中規模の出水があり、澪筋側に一部砂が堆積。
■R4年度以降は大きな出水が無く、砂の堆積に大きな変化は確認されず。（一部で大礫＋砂から大礫＋中礫に変化。）
⇒出水後４年が経過し、急激な変化は見られないが、一部において砂の堆積傾向を確認。

９． 出水後モニタリング調査結果 冠着地区
③表層粒径分布：R1～R5
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■表層粒径の分布は、概ねR5年と比較して変化が確認されなかった。
⇒どの程度の出水で自然裸地・植生面積が変化するか、表層粒径分布との関係を把握する為、引き続き調査を継続。

２．R4出水後モニタリング調査結果 2.1千曲市冠着地区 【①砂礫を出水前後で
維持している箇所】９． 出水後モニタリング調査結果 冠着地区

③表層粒径分布：R5～R6

※別途植生図を参考に、主要な粒径のみを上記グラフに整理（H27年施工範囲を含まない）。

R6は、R5と比較
して大礫＋中礫
の減少・砂の堆
積の増加傾向が
見られず
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10．令和6年度の出水後モニタリング調査結果のまとめ

調査項目 冠着地区

陸域

A)砂礫河原の再
生・維持

植生図作成・群
落組成調査

・H26施工箇所において自然裸地の一部減少、H28施工箇所において自然裸地の一
部増加。植生の遷移・樹林化傾向を確認。

表層粒径分布 ・R1出水直後は大礫＋中礫の割合が多いが、次第に砂の堆積割合が高くなる傾向が
確認された。

B)砂礫河原の生
態系の再生 植物指標種 ・R1出水後数年が経過し、砂礫河原の指標種（カワラヨモギ）の維持を確認。

C)樹林(ﾊﾘｴﾝｼﾞｭ)
の侵入

外来植物分布調
査 ・ハリエンジュの分布拡大・一部樹林化を確認。

【出水後約５年間での変化のまとめ：陸域】
■ 陸域における出水後約５年間の変化の傾向を整理した。

青字：改善、良好な環境を維持
赤字：悪化

R１出水後、植生の遷移進行、一部の植生樹林化を確認。
砂州全体において植生の遷移等変化の途上である。近年出水流量が少ない年が続いていることもふまえて、引き続
き植生遷移の傾向を確認する必要がある。
また植生の遷移が進む中で鳥類営巣分布・表層粒径分布との変化の関係性について、引き続き確認する必要がある。
⇒R7年度も引き続き調査を継続する。
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